
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

伊豆市は東京 2020 大会自転車競技の開催地です。この機会をと

らえて、伊豆市資料館では、“自転車競技とはどういったスポーツな

のか”というテーマに、特別展「自転車の都 伊豆」展を開催するこ

ととしました。今や我々の生活の一部となっている、“文化”として

定着した自転車について改めて学んでみませんか。 

伊豆ベロドローム最大の特徴でもある、走行コース中

の最大角 45度にもなるバンク（傾斜）を展示場に再現

します。この設備がないと競技が行えないほどの速度感

を是非感じ取ってください。 

自転車の起源は、ドイツのカール・フォン・ドライス男爵

が 1817 年に開発した「ドライジーネ」だとされています。

今回、その本物が資料館にやってきます。 

 

普段テレビなどでしか見ることのない、競技用自転車も

展示します。お持ちいただいたカメラやスマホを使って、

一緒に写真を撮ってみませんか？ 

静岡県天然記念物にも指定されている“レピドサイクリナ”という小さな

化石を入口に、太古の伊豆半島誕生、伊豆各地の出土品から見る人々が 

定住するようになった古代、その後の伊豆で暮らすようになった人々が 

作り上げていった文化や産業を紹介し、貴方が知らなかった新しい伊豆と

出会える場として生まれ変わりました。この機会に新しくなった常設展も

あわせてご覧ください。 
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